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表 1-1 エスニックグループ別人口割合（2001．04）注 1 
                          Area







White: British 50.5 (%) 65.6 59.8 87.5
White: Irsh 3.4 2.9 3.1 1.2
White: Other 11.8 6.1 8.3 2.6
Mixed: White & Black Caribbean 1.3 0.8 1.0 0.5
Mixed: White & Black African 0.7 0.4 0.5 0.2
Mixed: White & Asian 0.9 0.8 0.8 0.4
Mixed: Other 1.1 0.7 0.9 0.3
Asian or Asian British: Indian 3.1 8.0 6.1 2.0
Asian or Asian British: Pakistani 1.6 2.3 2.0 1.4
Asian or Asian British: Bangladeshi 4.6 0.6 2.2 0.5
Asian or Asian British: Other 1.3 2.2 1.9 0.5
Black or Black British: Caribbean 6.9 3.5 4.8 1.1
Black or Black British: African 8.3 3.4 5.3 0.9
Black or Black British: Other 1.3 0.6 0.8 0.2
Chinese 1.4 0.9 1.1 0.4
Other Minority Ethnic Group 2.0 1.3 1.6 0.4
All Minority Ethnic Groups 34.3 25.4 28.8 8.7
White 65.7 74.6 71.2 91.3
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  We study life and behavioral activities of ethnic communities in the world making the database to 
improve Japanese social or urban infrastructures corresponding with foreign residents in Japan. In this 
paper, we refer two African and Caribbean’s commercial areas at Brixton and Peckham in the south of 
London - we conducted surveys at eight ethnic commercial areas in London in 2006. At first, we plotted 
each shop-location, category of business with the inclusion of treating  ethnical articles whether or not in 
these areas in  each survey. Second, we analyzed the structural shop-location patterns using Link-Ratio 
calculating the method of the Neighborhood contiguity by distance 
 

































































2.1 連結度 : Lk（r）と連結度グラフ 
  商店街の分布形状は、道路沿いに商店街が広がる
線状に広がるパターンと囲われた地域内に面状に広が














平均連結数 Av(r) ： 
    座標点Pnからの半径r[ｍ]内に存在する他点との連結数 
            Cn(Pn，r)の平均 Av(r)= Cn(r)/Z 
 
座標点総数 Z ： 座標点 Pn の総数 (0＜n≦Z) 
座標点 Pn :本稿では各店舗の重心点を座標点とした 
連結数 Cn(Pn，r) :ある点 Pn から半径 r[ｍ]内に存         
在する他点と連結される点の数 
総連結数 A_Cn(r)=ΣCn(Pn，r) : 
                   各点の連結された点の総数 
 
横軸に計算時の半径 r[m]、縦軸に半径 r[m]時の連結
度 Lk(r)[%]とする連結度グラフを作成する。（図 2-2) 
 座標点の配置形状を分析するために、連結度グラフ
のピークの個数 N と第 1 ピークまでの立ち上がり角度 
θεとを指標として用いた。（図 2-2）    




2.2  配置モデルと連結度 
 商店街の分布形状には、線状に広がるパターンと面
状に広がる 2 つの配置パターンがある。 
       
図 2-1 可変半径法 （連結図,r=5,Z=5） 
 
 
図 2-2 連結度グラフ注 4 












  規則分布（等間隔配置）： 
     傾きθMｌが大きく変化せず、グラフ形状にピーク点が
ない。（N=０） 
  ランダム分布： 
     等間隔配置同様にグラフ形状に   
ピーク点はなく傾きθ ε が大きく   
変化することがない。 
    等間隔モデルより、多少の座標    
点の隣接距離にばらつきがある      
ため連結度増加率が一定ではな      
い。（N=０） 
  1 点集中分布： 
     連結度グラフの形状は、第 1 ピー  
       ク を 持 ち 、 グ ラ フ の 始 ま り か ら        
急勾配な曲 線を描き、曲線が等 
       間隔モデルのグラフよりも上に 
      ある。（N=1，θε＞θMｌ）  
  N 点集中分布：  
    連結度グラフに集中点の数（N） 
       分 の ピ ー ク が グ ラ フ 上 に 現 れ 
      る。1 点集中グラフと同様に第一 
       ピークまでの立ち上がり角度は 
       等 間 隔 モ デ ル よ り も 大 き い 。 
      （θε＞θMｌ） 
 以上により、配置モデル内において
座標点が集中する場所の個数とグラフ




















            
  
図2-  3 線配置モデルと 
    グラフ分類 
図2-4 面配置モデルと 


























比較する指標として用いる。注 5 その結果、 
 θε＞θMl（線状モデル）、θε＞θMa（面状モデル） 
分布が一様でなく点が集中する場所があり、その個数はグラフ
のピーク数 N と一致する。 
 θε≒θMl（線状モデル）、θε≒θMa（面状モデル） 







 θε＞θave. ： 
   基準グラフ（同地域の商店街分布）よりも集中度合いが高いことと、
同地域の同種の店舗がより隣接して立地していること 
 θε≒θave ：． 
    基準グラフ（同地域の商店街分布）と似た分布形状を持っていること 
 θε＜θave．： 

























人口データ（表 1 ｰ 1）にあるエスニックグループが多住する
地区の商店街（8地区）を選定し調査を行った。アフリカン・カ
リビアン系の居住人口の多い地域として 2 地域（Brixton 地区、
Peckham 地区）、インド・バングラディッシュ系の 3 地域












3．2 Brixton 地区 
3.2．1 Brixton 地区の概要 
 Brixton 地区の商店街は、City の南部に位置し注2、地下
鉄、British Rail（BR）の駅を持ち、複数のバス路線が通って




店舗数 （％） 店舗数 （％）
食料品系 80 15.8 15 19.0
飲食店系 53 10.5 17 21.5
日用品系 27 5.3 0 0.0
衣料品系 72 14.3 6 7.6
装飾品系 22 4.4 2 2.5
美容系 44 8.7 25 31.6
通信系 18 3.6 1 1.3
その他 127 25.1 13 16.5
閉店舗 62 12.3 0 0.0


























図 3-2 Brixton 商店街地域 










図 3-3 連結度グラフ （R=0～800m PT=10m） 




  エスニック系店 
c. 美容品系全店舗 
d. 美容系+ 





























































端側には地区の City Hall や Brixton Library がある。 
 Brixton周辺の人口構成（Coldharbour Ward 14,376人）は、
カリビアン系 約 21％（3,029 人）、アフリカ系 約 19％（2,892
人）であり、ロンドン内の両系合計約 10％に比べると非常に
高い。 














3.2.2  連結度による Brixton 地区分析 






















3.3 Peckham 地区 
3.3.1 Peckham 地区の概要 
Peckham 地区はテムズ川河畔に近い City の南部に
位置し注 2、地下鉄の便はないがロンドンの中心部へ
は BR と複 数 の バ ス 路 線 に よ り ア ク セ ス をす る 。
Southwark Borough の中心地域で、商店街の北端側に
は図書館を中心とする地区施設、バスターミナル、ショ
ッピングセンターがある。（図 3-6 ） 
Peckham 周辺の人口構成（The Lane Ward 11,973






 Peckham 地域の商店街は、東西約 500m（Peckham 
High St.）・南北約 1km（Rye Lane）の道路沿いに広がっ





 Rye Lane 沿いにある 2 カ所の Pocket Park は屋台用
マーケットスペースとして利用されている。また、Brixton
同様に、出店管理は Southwark Borough で行っており、
屋台の位置は路上に記されている。 
 
3.3.2  連結度による Peckham 地区分析 
 図 3-7 により Brixton 地区（57°）に比べると角度が
狭く、全店舗のθave.=31°となり、分散分布をとる[分類

















 店舗数 （％） 店舗数 （％）
食料品系 85 17.1 13 22.4
飲食店系 44 8.9 13 22.4
日用品系 35 7.1 1 1.7
衣料品系 58 11.7 11 19.0
装飾品系 28 5.6 0 0.0
美容系 47 9.5 9 15.5
通信系 30 6.0 1 1.7
その他 123 24.8 10 17.2
閉店舗 46 9.3 0 0.0




















表 3-2 業種別店舗構成 
図 3-5 業種別店舗 構成比率 
図 3-6 Peckham 商店街地域 
B. 飲食店 
  (カリビアンフード) 
C. Peckham Rye Sta.周 
D. 街並（Rye Lane）
A. 食料品店店 








Peckham Rye Sta. 
      (BR) 
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図 3-8 連結図（R=20m オレンジ：モール型商店） 
[分類 0]型 
θave. =36° 























       
[分類 0]型 
θε =34°  





              
商店街北側、中心部、南側
の 3 カ所に集まっている 
[分類 0]型 
θε =40° 















               
商店街北側、中心部、南側












飲食系店舗共に集中分布型をとり、それぞれ N の数に 
より[分類 I]型、[分類 II]型をとる。 食料品系の連結度
グラフから、エスニック系食料品店舗の隣接距離が
300m 内にあることを示しており、図 3-8 b からはその隣
接距離内にまとまって立地している箇所（北側交差点
周辺、BR 駅周辺、BR 駅南側）が見て取れる。 
 図 3-7 よりエスニック系飲食店系の連結度グラフか
ら、隣接距離が約 200ｍ,約 700ｍの周辺にピークがあ


















































注 1：出典 ”Focus on London:2003”,National   
      Statistics Pubilication, p.15 
      (Population:by ethnic group) 
      http://www,statistics.gpv.uk/london/ 
注 2： 2006 年度 科学研究費補助金奨励研究（C） 
  「都市再生及び再編におけるエスニック・グルー 
  プの社会統合に関する調査分析」により調査を 
















注 3： 分布モデルは以下の配置条件とした。 
  (a)線状配置(長さ=300m,Z=30) 
 (b)面状配置(横=300m, 奥行=100m, Z=300) 
     図2-2に示す通り、連結度グラフ上部に配置し、 
     可変半径法をピッチ間隔 PT=10m で連結度を 
     計算した結果が、連結度 Lk(r)グラフ(図 2-2)で 
     ある。 
注 4  今回のグラフ分析ではθε、Ｎは目視により    
      行った。θε、Ｎを自動的に抽出するプログラ  
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      ムを開発中である。 
注 5: θの値は、連結度グラフの縦横比によって変化   
する。その為、本稿ではθεの値を基準グラフ 
  θave と比較することによって評価している。 
    また、各商店街の分析する連結度グラフの大き  
さを統一している。 
注 6: エスニック系店舗とは、地域のエスニックグ  
  ループの特徴を示す商品を扱っている店舗。 
   例： 民族衣装、HALAL フード（イスラム教に基    
づいた食品処理をしている食べ物） など 
注 7： 屋台と固定店を区別して分析することも必要な 
    ことであるが、ページ数の制約上、本稿では、調 
    査地域のほとんどの屋台がほぼ毎日、同じ場所 
    で営業しているおり、屋台を固定店舗と同等の  
扱い分析している。 
注 8： 日本の商店街では、1 商店街に精肉店が 1 軒又 
      は一定間隔毎に数軒立地しているが、今回の
調査地では、隣同士に固まって軒を並べている
といった事例が見られる。 
注 9: 屋台の位置の確認は、オープンスペースに引か 
     れた白線によって行うものから、さりげなくお 
     かれた四隅のタイルにより行うものまである。 
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